
ヒジキ種苗の生長状況

ヒジキ人工種苗量産化技術の開発

○目

 

的
ヒジキ人工種苗量産化技術の確立により，安定的なヒジキ養殖の推進を図り，漁

 

業収入の増加,漁家経営の安定化に資する。

○背

 

景
１．安全・安心な国産ヒジキの需要の増大
２．県内各地域でヒジキ養殖への関心が高まり，養殖導入を検討

→

 

長島地区では本養殖，鹿児島湾内では試験養殖が開始された
３．持続的なヒジキ養殖には，種苗の安定確保が必須

→

 

天然種苗は不安定，過剰採取による天然資源減少の懸念

→

 

不安定な天然種苗に頼らない人工種苗が必要

○H23年度

 

ヒジキ人工種苗量産化技術開発試験

材料及び方法
H23年5月に指宿産ヒジキを母藻として得たヒジキの種（幼胚）を化学繊維製シート

 

に播種し，約1ヶ月後の6月から海面での育成を開始し，

 

H24年１月に養殖種苗を収

 

穫した。その間，以下に示した課題について検討した。なお，一部のシートは現在も

 

試験中であり，現時点での結果を示す。

漁場環境部

 

研究専門員

 

徳永成光

5月下旬

播種直後

6月上旬 6月下旬

海面沖出し

7月下旬 8月中旬 9月中旬

12月上旬

11月上旬

12月下旬

種苗サイズ

 

に生長



H24年1月31日に取りあげた種苗培養シート
現在，種苗数や大きさを測定中です。
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